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77
歳
で
没
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
図
に
は
「
雪
舟
画

家
十
三
世
長
谷
川
法
橋
雪
嶺
筆
」
の
款
記
が
あ
り
、
雪
舟

よ
り
13
世
と
名
乗
り
、
法
橋
位
に
叙
任
さ
れ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
名
は
信
隆
、
幼
名
勘
十
郎
。
自
得
庵
、

華
筆
斉
、
自
得
庵
、
宗
伯
、
雪
嶺
居
士
な
ど
を
名
乗
り

ま
し
た
。

「
寿じ

ゅ

老ろ
う

人じ
ん

図ず

」　

矢や

田た

四し

如じ
ょ

軒け
ん 

（
一
七
一
八
～
九
四
）

江
戸
時
代
中
期
制
作　

個
人
蔵

　

寿
老
人
は
南
極
星
の
化
身
で
、
寿
命
を
司
る
神
と
し

て
民
間
に
信
仰
が
広
ま
り
ま
し
た
。
本
図
は
寿
老
人
が

鹿
の
体
を
抱
え
込
む
よ
う
に
座
っ
た
姿
で
描
か
れ
、
鹿

の
顔
は
寿
老
人
の
後
に
あ
っ
て
見
え
ず
、
角
だ
け
が
覗

い
て
い
る
と
い
う
面
白
い
構
図
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

矢
田
四
如
軒
は
享
保
３
年
（
一
七
一
八
）
加
賀
藩
年
寄

衆
前
田
土
佐
守
家
の
家
老
の
次
男
と
し
て
金
沢
に
生
ま

れ
、
寛
政
６
年
（
一
七
九
四
）
77
歳
で
没
し
ま
し
た
。
江

戸
時
代
中
期
に
活
躍
し
た
武
人
画
家
で
、
本
名
は
廣
貫
、

通
称
は
六
郎
兵
衛
、
雅
号
を
四
如
軒
、
四
如
翁
と
い
い

ま
す
。
元
文
２
年
（
一
七
三
七
）
家
督
一
二
〇
石
を
相
続

し
、
52
歳
の
時
に
土
佐
守
家
家
老
と
な
り
、
安
永
３
年

（
一
七
七
四
）
前
田
直
躬
の
没
後
は
前
田
直
方
に
使
え
、

加
増
さ
れ
て
一
五
〇
石
と
な
り
ま
し
た
。

　

絵
の
師
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
存
作
品

か
ら
狩
野
派
に
属
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
中

国
画
や
古
画
の
模
写
も
学
び
、
画
題
も
肖
像
画
、
道
釈

人
物
画
、
故
事
人
物
図
、
仏
画
と
幅
広
い
で
す
。

長
谷
川
等
伯
没
後
四
〇
〇
年
特
別
展
示

●
そ
の
③「
陳ち

ん

希き

夷い

睡す
い

図ず

」長は

谷せ

川が
わ

信の
ぶ

春は
る（

等と
う

伯は
く

）

～
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
～

【
主
な
作
品
紹
介
】

洋
画 

「
草く

さ
む
ら叢

で
の
対た

い

話わ

」 

堀ほ
り

場ば

良よ
し

夫お
（
一
九
二
〇
～
二
〇
〇
六
）

昭
和
54
年
制
作　

当
館
蔵

　

壊
れ
た
マ
ネ
キ
ン
や
ガ
ソ
リ
ン
缶
な
ど
が
草
叢
に
無

造
作
に
廃
棄
さ
れ
、
マ
ネ
キ
ン
た
ち
の
悲
し
い
会
話
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。「
人
間
の
栄
華
も
一
瞬
の
夢
で

あ
り
、
必
要
が
無
く
な
れ
ば
全
て
捨
て
ら
れ
る
」と
い
う
、

氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

堀
場
良
夫
は
大
正
９
年

（
一
九
二
〇
）
輪
島
市
に
生
ま

れ
、
二
紀
展
を
中
心
に
活
躍
、

平
成
18
年
（
二
〇
〇
六
）
に
86

歳
で
没
し
た
洋
画
家
で
す
。

　

昭
和
59
年
（
一
九
八
四
）
に

石
川
県
文
化
活
動
奨
励
賞
、

平
成
４
年
に
は
輪
島
市
政
功

労
者
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

当
館
で
は
開
館
以
来
、
石
川
県
ゆ
か
り
の
作
家
を
中
心

に
、
作
品
の
ご
寄
附
、
ご
寄
託
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
れ
ら
所
蔵
・
寄
託
作
品
を
中
心
に
、
２
つ
の

テ
ー
マ
で
絵
画
・
彫
刻
作
品
な
ど
34
点
を
展
示
し
ま
す
。

～
江
戸
時
代
の
長
谷
川
派
と

　
　
　
　
加
賀
藩
ゆ
か
り
の
絵
師
を
中
心
に
～

【
主
な
作
品
紹
介
】

「
蝦が

蟇ま

仙せ
ん

人に
ん

図ず

」　

長は

谷せ

川が
わ

雪せ
つ

嶺れ
い 

（
一
七
五
五
～
一
八
三
〇
）

江
戸
時
代
後
期
制
作　

個
人
蔵

　

本
図
は
蝦
蟇
仙
人
を
描
い
た
も
の
で
、
特
異
な
表
情

の
仙
人
と
は
対
照
的
に
、
仙
人
の
頭
に
し
が
み
つ
い
た

蝦
蟇
が
、
な
ん
と
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
す
。
片
足
を
曲
げ

て
上
げ
る
ポ
ー
ズ
は
、
等
伯
64
歳
筆
「
禅
宗
祖
師
図
襖
」

（
京
都
市
・
天
授
庵
）
中
の
、
猫
を
斬
ろ
う
と
す
る
南
泉

和
尚
と
同
じ
で
す
。
ち
な
み
に
、
雪
嶺
の
師
は
等
伯
４

男
の
長
谷
川
左
近
と
さ
れ
、
左
近
も
等
伯
の
「
禅
宗
祖
師

図
襖
」を
模
し
た
屏
風
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

長
谷
川
雪
嶺
は
、『
長
谷
川
家
系
譜
』
に
よ
る
と
宝
暦

５
年
（
一
七
五
五
）
に
生
ま
れ
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
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平
成
23
年
１
月
４
日（
火
）～

４
月
17
日（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「
冬
の
所
蔵
品
展
」

開
催
中
～
２
月
13
日（
日
）

◆
第
一
展
示
室

◆
第
二
展
示
室

◇
観
覧
料

大
高
生

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

２
８
０
円

２
２
０
円

個　

人

団　

体

※
中
学
生
以
下
無
料
、
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。



～
い
き
も
の
の
表
現
～

　

人
々
は
飼
育
し
て
る
「
い
き
も
の
」
た
ち
に
癒
さ
れ
、
厳

し
い
自
然
界
を
生
き
る
も
の
た
ち
に
、
理
想
の
生
き
方
を

見
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
球
上
に
生
息
す
る
多
種
多
様
な「
い
き
も
の
」は
、
人

間
と
別
世
界
の
存
在
で
は
な
く
、
常
に
繋
が
り
共
存
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
時
に
は
私
た
ち
を
映
す
鑑
と
も
な
り
ま

す
。「
い
き
も
の
」へ
の
作
家
の
眼
差
し
は
、
対
象
を
愛
し

む
よ
う
に
、
ま
た
、
等
し
く
個
と
し
て
対
峙
す
る
よ
う
に

向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
形
を
正
確
に
捉
え
、
写
実
に
主
眼

を
置
い
た
作
品
は
も
ち
ろ
ん
、
対
象
の
雰
囲
気
を
捉
え
再

構
成
す
る
作
品
も
あ
り
ま
す
。
よ
り
深
く
観
察
す
る
た
め

に
自
宅
で
飼
育
し
、
種
と
し
て
の
形
の
み
な
ら
ず
、
個
体

固
有
の
性
質
を
も
写
し
取
り
ま
す
。

　

具
象
作
品
か
ら
、
抽
象
化
さ
れ
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
作

品
ま
で
、
一
部
寄
託
作
品
を
あ
わ
せ
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

写
真
で
表
現
さ
れ
た
個
性
あ
ふ
れ
る「
い
き
も
の
」た
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

　

営
み
続
け
ら
れ
る
命
の
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
主
な
作
品
紹
介
】

日
本
画「
猛も

う

虎こ

図ず

」（
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

大お
お

橋は
し

翠す
い

石せ
き（

一
八
六
五
～
一
九
四
五
）　

明
治
～
昭
和
前
期
制
作

　

今
年
度
の
友
の
会
会
員
証
に
使
用
し
た
作
品
で
す
。

　

大
橋
翠
石
は
岐
阜
県
大
垣
市
に
生
ま
れ
、
動
物
画
を

得
意
と
し
、
特
に
虎
で
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

本
図
は
斜
面
の
岩
場
に
爪
を
た
て
し
が
み
つ
き
、
姿
の

見
え
ぬ
声
の
主
を
威
嚇
す
る
か
の
よ
う
に
咆
哮
す
る
姿
で

す
。
虎
の
ど
っ
し
り
と
し
た
重
み
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
す
。

～
新
収
蔵
品
を
中
心
に
～

　

財
政
状
況
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
昨
今
、
当
館
の
作
品

収
集
事
業
は
所
有
者
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
成
立
し
て
い
る

割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
13
点
、
22
年
度
は
現
在
ま
で
で
14
点
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
作

品
は
、
代
々
受
け
継
が
れ
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
古
美
術

や
寄
附
者
の
蒐
集
品
か
ら
、
直
接
作
家
ご
本
人
か
ら
ご
寄

附
い
た
だ
い
た
現
代
作
品
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

本
テ
ー
マ
で
は
平
成
21
・
22
年
度
に
、
新
た
に
ご
寄
附

い
た
だ
い
た
作
品
を
中
心
に
、
平
成
20
年
度
に
ご
寄
附
い

た
だ
い
た
未
公
開
作
品
を
あ
わ
せ
て
、
絵
画
・
彫
刻
・
工

芸
・
写
真
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
主
な
作
品
紹
介
】

工
芸「
漆

う
る
し

衝つ
い

立た
て（

実み
の

り
）」

番ば
ん

浦う
ら

省
し
ょ
う

吾ご
（
一
九
〇
一
～
八
二
）　

昭
和
29
年
制
作

　

番
浦
省
吾
は
七
尾
市
生
ま
れ
。
輪
島
で
２
年
ほ
ど
蒔
絵

を
修
行
し
、
後

に
京
都
へ
移
住
。

彩
漆
で
の
新
し

い
造
形
表
現

や
、
新
し
い
漆

芸
分
野
の
開
拓

に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

作
者
が
好
ん

だ
モ
チ
ー
フ
は

珍
し
い
も
の
や
、

目
新
し
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
畑
に
育
つ
植
物
や
小
さ
な
生
き
物
に
そ
の
目

は
向
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
作
で
は
、
ず
っ
し
り
と
実
を
つ

け
た
穂
を
大
胆
に
デ
ザ
イ
ン
化
し
、
根
本
に
は
小
さ
な
カ

タ
ツ
ム
リ
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

氏
は
昭
和
30
年
代
頃
か
ら
、
代
名
詞
と
も
な
っ
た
潮
・

波
・
雲
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
に
取
り
組
み
ま
し

た
が
、
本
作
は
そ
れ
以
前
の
制
作
と
な
り
ま
す
。

3

「
ベ
イ
ビ
ー
」 

斉
田
正
一

「
小
景
異
情
」 

戸
澗
幸
夫

「
山
水
図
」 

貫
名
海
屋

「とり」中山　実

「
春
の
所
蔵
品
展
」２月

26
日（
土
）～
４
月
17
日（
日
）

◆
第
二
展
示
室

◆
第
一
展
示
室

◇
観
覧
料

大
高
生

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

２
８
０
円

２
２
０
円

個　

人

団　

体

※
中
学
生
以
下
無
料
、
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。



ボローニャ展報告
　11/6㈯、開会式での、あかくら保育園あお組

（年長児）さん19名による記念演技披露「星のメ
ロディー」で始まった今年のボローニャ展。多くの
方にご来館いただき、31日間の会期を無事終える
ことができました。
　関連事業も賑わいました。毎週土日に「絵本の
会 もこもこ」さんの協力で開催した「かんたん絵
本を作ろうよ」は127名の親子にご参加いただきま
した。番外編として11/23（火・祝）を誰でも参加で
きる日としたところ、大人12名子ども15名もの参
加がありました。11/21㈰には「ＮＰＯ法人ぽっか
ぽか」の会員さん７名による「おはなし劇場」で、絵
本の読み聞かせや大型紙芝居、ブラックシア
ター、人形劇と盛り沢山のプログラムに加えて『ぐ
りとぐら』の人形作りワークショップも行いました。
また、これまで金曜日の夜に開催してきた「ナイト
ミュージアム」も土曜日（11/27）に変更し、10家
族42名の参加で和気あいあい。家族の会話で少
し賑やかな展示室となりました。
　2011年のボローニャ展をお楽しみに。
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１
月
19
日（
水
）～
23
日（
日
）

　
　

但
し
、
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

　

墨
で
抽
象
を
描
き
始
め
て
45
年
、
こ
の
25
年
は
主
に
世
界
で

発
表
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
急
展
開
で
金
沢
で
個
展
が

決
ま
り
、
そ
れ
な
ら
や
は
り
ゆ
か
り
の
あ
る
能
登
へ
も
、
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
お
目
に
か
か
り
に
ま
い
り
ま
す
。

主
催
・
連
絡
先　

海
江
田 
波
留
美 

☎
０
４
６
６（
25
）３
７
４
１

　
　

３
月
18
日（
金
）～
21
日（
月
・
祝
）

　

能
登
半
島
周
辺
の
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線
に
魅
せ
ら
れ
て
、
15

年
ほ
ど
写
真
撮
影
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
岩
礁
、
冬
の
荒
れ
る
海
、

四
季
の
美
し
さ
、
人
々
の
営
み
な
ど
30
点
程
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
能
登
の
風
景
・
風
土
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

主
催
・
連
絡
先　

須
釜　

聡 

☎
０
７
６（
２
４
４
）５
８
６
５

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
催
し
物
案
内

海
江
田
波
留
美
展「
紙
・
墨
・
筆
と
と
も
に
」
入
場
無
料

能
登
風
光　

―
海
と
織
り
な
す
―

入
場
無
料

　

当
館
所
蔵
品
貸
出
情
報
（
１
月
１
日
現
在
）

●
彫
刻
「
烏
」　

田
中
太
郎
作

展
覧
会
名
：「
加
越
能
の
美
術

‐
明
治
か
ら
現
代
の
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
‐
」

会　

場
：
石
川
県
立
美
術
館

会　

期
：
１
月
４
日
～
２
月
６
日

　
《
作
品
に
つ
い
て
》

　

グ
ッ
と
見
据
え
ら
れ
た
目
が
、
小
憎
ら
し
く
も

生
命
の
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
す
。
作
者

の
田
中
太
郎
（
一
九
一
一
～
九
二
）
は
七
尾
出
身
の

彫
刻
家
。

平
成
23
年
度　

石
川
県
七
尾
美
術
館
友
の
会
会
員
募
集
の
ご
案
内

　

新
年
度
友
の
会
会
員
を
次
の
要
領
で
募
集
い
た
し
ま
す
。
現

在
会
員
の
方
で
更
新
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
改
め
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
お
申
込
み
の
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
退
会
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
入
会
手
続
き
★

①
受
付
開
始　

３
月
１
日（
火
）か
ら【
年
度
会
費
一
、〇
〇
〇
円
】

②
受
付
場
所　

当
館
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
郵
便
受
付

（
郵
便
振
替
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

※
郵
便
局
備
え
付
け
の
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に
必
要
事
項
《
会
員

の
区
別
（
更
新･

新
規･

元
会
員
）･

郵
便
番
号
・
住
所･

電
話
番

号･

氏
名･

生
年
月
日
》
を
ご
記
入
の
う
え
、
会
費
を
添
え
て
も

よ
り
の
郵
便
局
窓
口
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。
払
込
料
金
120
円

は
申
込
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
　

郵
便
振
替
口
座　

０
０
７
１
０
―
０
―
５
０
７
９
５

　
　

加

入

者

名　

石
川
県
七
尾
美
術
館　

友
の
会

友
の
会
に
入
会
す
る
と
…
こ
ん
な
特
典
が
あ
り
ま
す
！

 

そ
の
１ 

当
館
主
催
展
覧
会
の
観
覧
料
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

 

そ
の
２ 

情
報
満
載｢

美
術
館
だ
よ
り｣ 

（
年
度
内
４
回
発
行
）
が

郵
送
さ
れ
ま
す
。

 

そ
の
３ 

相
互
割
引
提
携
館
主
催
の
展
覧
会
観
覧
料
が
割
引
に

な
り
ま
す
。（
会
員
本
人
の
み
）

※
相
互
割
引
提
携
館
（
石
川
県
立
美
術
館
／
石
川
県
立

歴
史
博
物
館
／
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
／
石

川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
／
七
尾
城
史
資
料
館
・

懐
古
館
／
能
登
国
分
寺
展
示
館
／
中
島
お
祭
り
資

料
館･

伝
承
館
／
明
治
の
館(

室
木
家) 

／
石
川
県
輪

島
漆
芸
美
術
館
／
珠
洲
市
立
珠
洲
焼
資
料
館
）

 

そ
の
４ 

特
別
企
画
展
開
会
式･

内
覧
会
へ
ご
招
待
。（
無
料
）

 

そ
の
５ 

販
売
グ
ッ
ズ
が
割
引
に
な
り
ま
す
。（
一
部
除
く
）

 

そ
の
６ 

喫
茶
室
利
用
補
助
券
が
も
ら
え
ま
す
。（
50
円
×
３
枚
）

こ
の
ほ
か
に
も
友
の
会
会
員
限
定
の
催
し
、
特
典
が
あ
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
更
新
、
ご
入
会
く
だ
さ
い
♪

材　質　木彫彩色
制作年　昭和11年(1936)
出　品　第23回院展



5

◆
長
谷
川
等
伯
没
後
四
〇
〇
年
を

ふ
り
か
え
っ
て
◆

《
七
尾
美
術
館
編
》

「
複
製 
松
林
図
屏
風
」お
披
露
目
公
開

　

等
伯
の
代
表
作
で
国
宝
人
気
ナ
ン
バ
ー
１
と
名
高
い｢

松
林
図
屏
風｣

の
、
限
り
な
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
複
製

画
が
完
成
し
、
５
月
２
日
に
お
披
露
目
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開

催
、
地
元
中
学
生
か
ら
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
５
月
２
日
～
５
日
、
10
月
31
日
～
11
月
３
日
に

無
料
で
一
般
公
開
さ
れ

ま
し
た
。
実
物
は
頻
繁

に
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
名
作
で
あ
り
、
複
製

な
が
ら
吟
味
し
て
製
作

さ
れ
た
作
品
を
ご
覧
に

な
っ
た
方
々
か
ら
は
、

「
本
当
に
本
物
と
見
間

違
う
ほ
ど
」「
複
製
で

も
、
ゆ
っ
く
り
見
ら
れ

て
よ
か
っ
た
」と
の
お
声

を
い
た
だ
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
♪

　

し
か
し
な
が
ら
、
複
製
と
は
い
え
デ
リ
ケ
ー
ト
な
素
材

で
す
。
出
し
続
け
る
と
早
く
傷
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
今
年

か
ら
美
術
館
で
の
展
示
は
、
基
本
的
に
展
示
室
内
で
年
に

２
～
３
ヶ
月
以
内
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
ご
理

解
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
等
伯
を
め
ぐ
る
画
家
た
ち
展
」

　

昨
年
（
平
成
22
年
）、
東
京
国
立
博
物
館
で
２
月
23
日

～
３
月
22
日
ま
で
、
京
都
国
立
博
物
館
で
は
４
月
10
日
～

５
月
９
日
ま
で
、
大
回
顧
展「
長
谷
川
等
伯
展
」が
開
催
さ

れ
、
東
京
会
場
約
29
万
人
、
京
都
会
場
約
24
万
人
と
い
う
、

大
変
な
入
館
者
数
を
記
録
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
等
伯

作
品
が
出
品
さ
れ
る
た
め
、
七
尾
で
は
４
月
24
日
～
５
月

30
日
ま
で
“
等
伯
出
身
地
な
ら
で
は
の
企
画
を
”
と
い
う
こ

と
で
、「
等
伯
を
め
ぐ
る
画

家
た
ち
」
展
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

東
京
・
京
都
展
の
影
響
も

あ
り
、
全
国
か
ら
等
伯
フ
ァ

ン
が
来
館
、「
等
伯
の
郷
里
へ

行
っ
て
み
た
く
な
っ
て
来
ま

し
た
」「
能
登
の
時
代
の
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
詳

し
く
分
か
っ
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

中
に
は｢

等
伯
の
菩
提
寺
に
行
っ
て
お
参
り
し
た
い
の
で
す

が
…｣｢

松
林
図
屏
風
の
風
景
を
探
し
に
来
ま
し
た｣

と
真

剣
な
眼
差
し
で
語
る
方
も
い
ら
し
て
、
改
め
て
反
響
の
大

き
さ
と
等
伯
の
偉
大
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

☆
子
ど
も
も
大
人
も
等
伯
を
学
ん
だ
一
年
☆

　

昨
年
は
さ
す
が
特
別
な
年
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
団
体

か
ら
等
伯
の
講
演
や
講
座
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
人
の
方
で
は
個
人
や
団
体
で
東
京
展
・
京
都
展

へ
足
を
運
ば
れ
た
方
々
も
多
く
、
皆
さ
ん
の「
学
び
」の
心
や
、

等
伯
へ
の「
誇
り
」や「
愛
情
」が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
小
中
学
生
は
美
術
館
を
訪
れ
、
展
覧
会
鑑
賞
や

ク
イ
ズ
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
特
に
市
内
小
学
校
５
・
６
年
生

は
学
校
で
も
等
伯
を
学
び
、
等
伯
の
菩
提
寺
を
訪
ね
た
り
、

等
伯
検
定「
め
ざ
せ
！
子
ど
も
等
伯
博
士
」に
挑
戦
し
た
り

と
、
郷
里
を
同
じ
く
す
る
偉
大
な
画
家

に
触
れ
、
改
め
て
等
伯
を
誇
り
に
思
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
部
の
学
校

で
は
、
水
墨
画
の
授
業
を
実
践
し
た
り
、

昨
年
は
ま
さ
に「
等
伯
年
」で
し
た
♪

5月2日の「複製 松林図屏風」完成披露会場

「等伯をめぐる画家たち展」展示室風景
イメージキャラクター

「とうはくん」

～
備
え
あ
れ
ば
…

こ
の
た
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
～

　
「
大
丈
夫
で
す
か
！
」「
だ
れ
か
手
伝
っ
て
く
だ
さ

い
！
」
普
段
の
生
活
の
中
で
、
あ
ま
り
大
き
な
声
を

出
す
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
皆
、
少
し
戸
惑
い

な
が
ら
の
第
一
声
。
こ
れ
が
昨
年
の
普
通
救
命
救
急

講
習
会
で
し
た
。

　

会
場
の
七
尾
鹿
島
消
防
本
部
で
、
講
師
の
救
命
救

急
士
か
ら
「
も
し
も
美
術
館
で
人
が
倒
れ
た
ら
」
と

い
う
設
定
で
、
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
使
用
事
例
、
実
際
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
施
設
が
増
え
て
お
り
、
身
近
に
よ
く
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
使
い

方
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
救
え
る
命
も
救
え
な
い
と

い
う
非
常
に
残
念
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

七
尾
美
術
館
は
、
年
間
５
万
人
近
く
の
方
々
に
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か
ら
、
万
が
一
の
事
態
に

備
え
、「
一
日
も
早
く
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を
！
」
と
切
望

す
る
中
で
の
受
講
で
し
た
が
、
職
員
だ
け
で
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
監
視
員
さ
ん
に
も
と
お
声
か
け
を
し

た
と
こ
ろ
、
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
り
、
総
勢
15

名
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
講
し
て
改
め
て
感
じ
た
こ
と
は
、
適
切
な
心
肺

蘇
生
法
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、

倒
れ
た
人
を
助
け
る
た
め
に
は
、
周
り
に
い
る
人
の
協

力
が
い
か
に
必
要
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

救
急
車
に
連
絡
す
る
人
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
に
行
く

人
、
心
肺
蘇
生
法
を
交
替
し

て
実
施
す
る
人
、
ど
れ
を
と
っ

て
も
、
一
人
で
全
部
行
う
こ
と

は
、
と
て
も
困
難
で
す
。

　

緊
急
事
態
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
す
る
必
要
の
な
い
の
が
最
善

で
す
が
、
皆
様
に
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
施
設
管
理
や
訓
練
等

を
怠
り
な
く
実
施
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。



長
谷
川
等
伯
展
講
演
会
報
告

「
等
伯
を
め
ぐ
る
人
び
と
」

講
師　

嶋
崎　

丞（
当
館
館
長
）

　

今
年
は
長
谷
川
等
伯
が
没
し
て
ち
ょ
う
ど
四
〇
〇
年
と

い
う
記
念
の
年
で
す
。東
京
や
京
都
の
国
立
博
物
館
で
大

展
覧
会
が
開
か
れ
る
な
ど
最
近
等
伯
が
大
き
く
注
目
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、開
館
以
来
等
伯
を
重
要
な
テ
ー
マ
と

し
て
き
た
当
館
で
も
、「
等
伯
を
め
ぐ
る
画
家
た
ち
」と
い

う
展
覧
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。そ
こ
で
本
日
は
、等
伯

周
辺
の
人
々
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、「
涅
槃
図
」に
み
る
長
谷
川
一
族
①

～
無む

分ぶ
ん
・
宗む
ね
き
よ清
・
等
伯
の
場
合
～

　

長
谷
川
等
伯
と
ゆ
か
り
の
深
い
お
寺
で
あ
る
京
都
の
本

法
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る『
等
伯
画
説
』に
は
、等
伯
を
巡

る
系
図
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
よ
る
と
①
雪
舟
→
②

等
春
→
③
無
文
→
④
宗
清
→
⑤
等
伯
と
な
り
、こ
れ
を

も
っ
て
等
伯
が「
雪
舟
よ
り
五
代
」と
自
称
し
て
い
る
の
は

よ
く
知
ら
れ
ま
す
が
、５
人
を
順
番
で
は
な
く
無
文
と
宗

清
と
等
伯
は
横
並
び
に
書
か
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。私
は
こ

れ
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、雪

舟
と
等
春
は
年
代
に
差
が
あ
り
ま
す
か
ら
順
番
で
す
が
、

無
文
は
等
伯
の
養
祖
父
・
宗
清
は
養
父
と
さ
れ
て
い
る
の

で
無
文
・
宗
清
・
等
伯
は
年
代
が
近
く
、こ
の
表
記
は
３
人

が
同
時
期
に
活
躍
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。

　

今
か
ら
約
50
年
前
の
昭
和
41
年
か
ら
43
年
ま
で
、約
３

年
を
か
け
て
能
登
地
区
の
文
化
財
総
合
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。そ
の
時
の
私
の
記
録
で
は
、印
象
に
残
っ
た
作
品
の

１
点
が
七
尾
市
の
長
壽
寺
が
所
蔵
す
る「
涅
槃
図
」で
、「
室

町
時
代
後
期
制
作
と
思
わ
れ
る
大
変
な
秀
作
で
あ
る
が
、

捺
さ
れ
て
い
る
印
章
は
判
読
不
能
」と
メ
モ
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
後
松
原
茂
先
生
が
こ
の
印
章
を「
無
分
」と
解
読

さ
れ
、『
等
伯
画
説
』の「
無
文
」は「
無
分
」で
あ
り
、長
壽
寺

本
は
等
伯
の
養
祖
父
の
作
品
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。私

も
そ
れ
で
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
調
査
の
時
、も
う
１
点
気
に
な
っ
た
の
が
穴
水
町

の
来
迎
寺
所
蔵
の「
涅
槃
図
」で
す
。こ
の
構
図
が
長
壽
寺

本
と
非
常
に
似
て
い
る
ん
で
す
ね
。画
面
中
央
の
釈
迦
や

周
り
の
人
物
・
動
物
達
の
描
き
方
や
配
置
な
ど
、ま
る
で
敷

き
写
し
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、と
思
う
位
で
す
。制

作
年
代
は
長
壽
寺
本
が
少
し
古
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、来

迎
寺
本
は
長
壽
寺
本
を
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
結
論

と
な
り
ま
し
た
。

　

来
迎
寺
本
に
は「
長
谷
川
藤
原
」と
い
う
落
款
と
判
読

不
能
の
印
章
が
あ
り
ま
す
。落
款
に
つ
い
て
は
羽
咋
市
の
正

覚
院
所
蔵
の
等
伯
筆「
十
二
天
図
」に
あ
る
、「
藤
原
長
谷

川
信
春
廿
六
歳
筆
」の
落
款
と
書
き
方
が
非
常
に
よ
く
似

て
い
る
ん
で
す
ね
。詳
細
に
見
ま
す
と
や
や
筆
法
が
異
な

る
ん
で
す
が
、小
さ
い
字
で
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
と
書
く
気
分
な

ど
は
近
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。調
査
時
の
メ
モ
で
は

「『
十
二
天
図
』と
非
常
に
良
く
似
た
落
款
が
書
か
れ
て
い

る
の
で
、他
の
等
伯
作
品
と
も
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
」と
し
て
い
ま
す
が
、今
改
め
て
思
う
こ
と
は
、等
伯
は

来
迎
寺
本
を
真
似
て「
十
二
天
図
」の
落
款
を
書
い
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
、と
い
う
こ
と
で
す
。近
年
の
研
究
で

は
判
読
不
能
の
印
章
が
漢
字
２
文
字
で
、上
の
文
字
は

「
宗
」で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、来
迎
寺

本
は
等
伯
養
父
の
宗
清
が
描
い
た
作
品
で
あ
る
可
能
性

が
、非
常
に
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

等
伯
も
30
歳
の
時
に
羽
咋
市
妙
成
寺
所
蔵
の「
涅
槃

図
」を
描
い
て
お
り
ま
す
。こ
の
妙
成
寺
本
と
長
壽
寺
本
・

来
迎
寺
本
を
比
較
し
て
み
る
と
、非
常
に
良
く
似
た
と
こ

ろ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。等
伯
は
妙
成
寺
本
を
描
く
に
あ

た
っ
て
長
壽
寺
本
・
来
迎
寺
本
を
手
本
に
し
て
い
る
可
能

性
は
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。た
だ
詳
細
に
見
る
と
多
少
異

な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、等
伯
は
長
壽
寺
本
・
来
迎

寺
本
を
参
考
と
し
な
が
ら
構
図
を
考
え
て
下
図
を
描
き
、

彩
色
に
ア
レ
ン
ジ
を
施
し
な
が
ら
、妙
成
寺
本
を
描
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、長
壽
寺
本
は「
長
谷
川
派
涅

槃
図
」の
原
点
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。先

に
無
分
・
宗
清
・
等
伯
が
同
時
期
に
活
躍
し
て
い
る
可
能
性

を
言
い
ま
し
た
が
、想
像
を
逞
し
く
す
る
と
、宗
清
が
来
迎

寺
本
を
描
く
時
に
、長
壽
寺
本
を
参
考
に
し
た
こ
と
を
等

伯
に
語
っ
た
、若
し
く
は
制
作
の
様
子
を
若
き
等
伯
が
見

て
い
た
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
気
も
し
ま
す
。そ
れ
程
近

い
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、『
等
伯
画
説
』の
系
図
で
は
３

人
を
横
並
び
に
書
い
た
と
思
う
の
で
す
。

　

等
伯
の
涅
槃
図
と
し
て
も
う
１
点
著
名
な
の
が
本
法
寺

所
蔵
の「
仏
涅
槃
図
」で
す
。本
法
寺
本
は
大
幅
で
大
き
さ

は
異
な
り
ま
す
が
、妙
成
寺
本
が
原
本
で
あ
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。両
図
を
比
較
す
る
と
確
か
に
本
法
寺
本
は
画
面

の
大
き
い
分
、配
置
換
え
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、や

は
り
共
通
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。で
す

か
ら
、本
法
寺
本
に
も
無
分
・
宗
清
の
涅
槃
図
の
雰
囲
気
が

受
け
継
が
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

二
、「
涅
槃
図
」に
み
る
長
谷
川
一
族
②

～
長
谷
川
等と
う

誉よ

の
場
合
～

　

等
伯
よ
り
後
に
も「
長
谷
川
派
」の
涅
槃
図
は
描
か
れ
て

い
ま
す
が
、そ
の
中
で
七
尾
ゆ
か
り
の
絵
師
が
長
谷
川
等

誉
で
す
。等
誉
も
現
在
４
点
の
涅
槃
図
を
残
し
て
お
り
、そ

の
中
で
最
初
が
慶
長
４
年（
一
五
九
九
）制
作
の
成
蓮
寺
本

で
す
。画
面
各
所
に
色
指
定
な
ど
の
書
き
込
み
が
あ
り
、そ

れ
ら
を
観
察
す
る
と
成
蓮
寺
本
は
長
壽
寺
本
の
模
写
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。等
誉
は
長
谷
川
一
族
で
等
伯
と
近

い
存
在
だ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、或
い
は
等
伯
か
ら

　
等
伯
コ
ー
ナ
ー

6
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「
私
は
長
壽
寺
本
・
来
迎
寺
本
を
参
考
に
妙
成
寺
本
を
制

作
し
た
、お
前
も
同
じ
よ
う
に
学
ん
だ
方
が
い
い
」と
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
、そ
の
こ
と
が
成
蓮
寺
本
制
作
の
契
機

と
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
慶
長
12
年（
一
六
〇
七
）頃
制
作
の
東
嶺
寺
本
で

す
。東
嶺
寺
本
は
成
蓮
寺
本
に
比
べ
て
沙
羅
双
樹
の
場
所

を
変
え
る
な
ど
あ
ち
こ
ち
に
変
更
箇
所
が
あ
り
、成
蓮
寺

本
を
ベ
ー
ス
に
自
分
の
画
風
へ
一
歩
前
進
さ
せ
た
印
象
を

受
け
ま
す
。

　

そ
し
て
次
が
慶
長
14
年（
一
六
〇
九
）制
作
の
本
延
寺
本

で
、全
体
と
し
て
装
飾
的
で
東
嶺
寺
本
を
さ
ら
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。大
幅
で
あ
り
な
が
ら
タ
ッ
チ
も

見
事
で
、等
誉
の
充
実
し
た
時
期
に
描
か
れ
た
傑
作
だ
と

思
い
ま
す
。も
し
か
す
る
と
等
誉
は
等
伯
が
本
法
寺
の
涅

槃
図
を
描
い
た
と
い
う
情
報
を
聞
き
、本
法
寺
ま
で
赴
い

て
見
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。そ
し
て
一
族
の
菩
提
を
弔

う
た
め
、本
法
寺
本
を
参
考
に
大
幅
の
涅
槃
図
を
描
い
た

の
で
は
、と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
が
山
田
寺
本
で
す
。本
延
寺
本
に
次
ぐ
大
き
さ
で

す
が
、画
面
の
大
き
さ
に
比
べ
て
描
か
れ
て
い
る
人
物
や
動

物
が
小
さ
く
、余
白
が
目
立
ち
ま
す
。制
作
年
は
は
っ
き
り

し
な
い
の
で
す
が
、描
き
方
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
本
延

寺
本
よ
り
も
後
で
、
等
誉
が
亡
く
な
る
寛
永
13
年

（
一
六
三
六
）に
近
い
頃
の
、晩
年
期
制
作
の
作
品
に
な
ろ
う

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

等
誉
は
涅
槃
図
以
外
に
も
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。中

で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
妙
成
寺
所
蔵
の「
松
・
杉
・
槇
図
屏

風
」で
、等
誉
が
こ
の
よ
う
な
金
碧
画
を
描
い
て
い
る
と
い

う
点
に
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。こ
の
作
品
は
金
地
に

緑
青
を
中
心
に
色
数
を
抑
え
て
見
事
な
構
成
で
描
い
て
い

ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
絵
は
地
方
に
い
る
だ
け
で
は
描
く
こ

と
の
出
来
な
い
ス
タ
イ
ル
な
ん
で
す
ね
。室
町
時
代
の
終
り

か
ら
桃
山
時
代
の
初
め
に
か
け
て
浜
松
図
と
い
う
大
和
絵

の
画
題
が
流
行
い
た
し
ま
す
が
、等
誉
は
そ
の
技
術
を

ち
ゃ
ん
と
汲
み
取
っ
て
い
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。で
す
か
ら

や
は
り
等
誉
は
京
都
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、浜
松
図
な
ど

の
名
作
を
実
際
に
目
に
し
た
の
で
は
な
い
か
、と
考
え
ら
れ

る
の
で
す
。も
し
か
す
る
と
そ
の
時
、等
伯
か
ら「
お
前
は

郷
里
で
長
谷
川
家
の
た
め
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
」と
言
わ
れ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

三
、等
伯
一
門
の
絵
師
た
ち
と
金
碧
障
壁
画

　

等
伯
の
家
族
に
つ
い
て
は
、等
伯
研
究
の
大
家
で
あ
る

山
根
有
三
先
生
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
よ
る
と

等
伯
は
先
妻
・
妙
浄
と
後
妻
・
妙
清
の
２
人
の
奥
さ
ん
を

娶
っ
て
お
り
、妙
浄
に
は
長
男
久
蔵
・
二
男
宗
宅
の
息
子
２

人
と
長
女
妙
円
・
二
女
宗
伯
の
娘
２
人
、妙
清
に
は
三
男
・

宗
也
と
四
男
・
左
近
の
息
子
２
人
が
い
ま
し
た
。そ
し
て
長

女
妙
円
に
は
等
秀
、二
女
宗
伯
に
は
等
学
を
そ
れ
ぞ
れ
娘

婿
と
し
て
迎
え
て
い
ま
す
。こ
の
２
人
は
等
伯
が
弟
子
の
中

か
ら
自
分
の
右
腕
と
な
り
う
る
人
材
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ

う
。ま
た
、等
伯
に
は
多
く
の
長
谷
川
を
名
乗
る
弟
子
達
が

い
た
と
さ
れ
、山
根
先
生
は
色
々
と
調
査
さ
れ
て
10
人
ほ

ど
の
名
前
を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
す
し
、こ
の
他
に
も
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。こ
の
一
族
や
弟
子
達
を
率
い
て
等
伯
は
制

作
を
行
っ
た
の
で
あ
り
、現
在
も
長
谷
川
一
門
が
力
を
合

わ
せ
て
描
い
た
と
さ
れ
る
作
品
が
残
っ
て
い
ま
す
。今
回
の

展
覧
会
で
は
そ
の
内
京
都
市
の
妙
蓮
寺
、そ
し
て
禅
林
寺

の
障
壁
画
が
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は「
妙
蓮
寺
障
壁
画
」で
す
が
、金
碧
の
雄
大
な
画

面
で
あ
り
、桜
の
花
の
部
分
に
は
胡
粉
盛
り
上
げ
の
技
法

を
使
っ
て
叙
情
的
雰
囲
気
を
加
え
て
い
ま
す
。山
根
先
生

は
空
間
の
取
り
方
な
ど
が
少
し
間
延
び
し
て
い
る
と
い
う

理
由
か
ら
、制
作
年
代
を
や
や
下
げ
て
等
伯
は
関
与
し
て

い
な
い
と
し
、作
者
に
つ
い
て
等
伯
の
娘
婿
で
あ
る
等
秀
や

等
学
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
私
は
胡
粉
盛
り
上
げ
の

表
現
に
、久
蔵
筆
の
京
都
市
智
積
院
所
蔵
の「
桜
図
」に
通

じ
る
雰
囲
気
を
感
じ
る
ん
で
す
ね
。確
か
に
画
面
構
成
な

ど
は「
桜
図
」と
比
べ
る
と
素
朴
な
印
象
を
受
け
る
の
で
す

が
、や
は
り
桃
山
時
代
的
な
華
や
か
さ
が
あ
り
、智
積
院
の

障
壁
画
と
同
じ
頃
の
制
作
に
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
、

と
思
い
ま
す
。

　

次
に「
禅
林
寺
障
壁
画
」で
す
。中
で
も「
波
濤
図
」は
長

谷
川
等
伯
筆
と
し
て
特
に
有
名
で
す
が
、他
に
も「
竹
虎
図

襖
」や「
秋
草
図
襖
」な
ど
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
に
つ

い
て
は
研
究
者
に
よ
っ
て
色
々
な
説
が
出
て
お
り
ま
す
。等

伯
研
究
の
大
家
・
土
居
次
義
先
生
は
全
て
を
等
伯
筆
と
さ

れ
、山
根
先
生
は「
波
濤
図
」は
等
伯
、「
竹
虎
図
襖
」は
等

秀
、「
秋
草
図
襖
」は
等
学
と
い
う
よ
う
に
細
か
く
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
智
積
院
の
障
壁
画
に
比
べ
る
と
画
面

が
平
面
的
で
あ
る
、ま
た
岩
の
表
現
が
小
振
り
で
江
戸
時

代
的
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

但
し
、「
竹
虎
図
襖
」な
ど
は
、画
面
を
仔
細
に
見
る
と
等

伯
作
品
と
の
共
通
点
が
多
く
見
ら
れ
、私
は
等
伯
が
関
与

し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

四
、等
伯
四
男
・
長
谷
川
左さ

近こ
ん

に
つ
い
て

　

今
回
の
展
示
で
は
、等
伯
４
人
の
息
子
の
内
、四
男
と
さ

れ
る
左
近
の
作
品
も
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。左
近
は
金
沢

に
作
品
を
残
し
て
お
り
ま
し
て
、「
達
磨
図
」は
そ
の
１
点

で
す
。こ
れ
は
等
伯
が
描
い
た
岡
山
県
立
美
術
館
所
蔵
の

「
芦
葉
達
磨
図
」と
共
通
点
が
見
ら
れ
ま
し
て
、左
近
は
こ

の
作
品
を
参
考
に
描
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。但
し
、線
描
な
ど
は
等
伯
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
俵
屋

宗
達
な
ど
の「
琳
派
」的
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
、そ
の
影
響

を
受
け
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
１
点
は
金
沢
市
の
大
乘
寺
所
蔵
の「
十
六
羅
漢
図
」

で
す
。水
墨
で
す
が
こ
の
タ
ッ
チ
が
特
徴
的
な
烈
し
い
筆
使

い
で
描
か
れ
て
お
り
、岩
や
樹
木
の
表
現
な
ど
は
等
伯
晩

年
期
の
水
墨
画
に
近
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。こ
の
作
品
を
見

て
い
る
と
等
伯
は
末
子
の
左
近
に
期
待
す
る
と
こ
こ
ろ
が

大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、そ
し
て
左
近
も
そ
れ
だ
け
の

自
負
心
を
持
っ
て
制
作
を
し
て
い
た
と
思
え
ま
す
。だ
か
ら

こ
そ
等
伯
に
続
い
て「
雪
舟
よ
り
六
代
」を
名
乗
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
本
文
は
平
成
22
年
５
月
９
日
に
行
わ
れ
た
「
等
伯
を
め

ぐ
る
画
家
た
ち
展
」
特
別
講
演
会
の
内
容
を
当
館
の
責

任
に
お
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。



割引、プレゼントなど特典いろいろ
ぜひ当館でもご利用ください。

！

飛行機……能登空港から能登有料道路利用約45分
車…………金沢から能登有料道路利用約１時間15分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バスまりん号
　　　……JR七尾駅前「ミナ.クル」ビル裏バス停から西回り「七尾美術館前」下車
ななおコミュニティバスぐるっと７
　　　……JR七尾駅前５番乗り場から西コース「小丸山台１丁目」下車

1月～3月

◆1月  1～3,11,17,24,31

◆2月  7,14～25,28

◆3月  7,14,22,28

石川県七尾美術館だより 第64号（冬号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台1丁目1番地
TEL（0767）53-1500／FAX（0767）53-6262
http://www.city.nanao.ishikawa.jp/nanabi/

◎次号・第65号（春号）は4月１日発行予定です。

　◆第１・２・３展示室

「石川県七尾美術館収蔵名品展」（仮称）
平成23年４月23日（土）〜５月22日（日）　会期中無休

　平成７年の開館以来、当館では数多くの美術工芸品を収集してきました。
現在、所蔵品が約550点、寄託品が約60点の計約610点が収蔵されています。
　その内容は「池田コレクション」170点を中心に、長谷川等伯作品など地
元に古くより伝来する文化財、そして能登地方ゆかりの近現代作家による作
品など、多岐にわたっています。
　何れも後世に残すべき優れた作品ばかりであり、本展では当館収蔵品より
中世から現代に至るまでの各作品を幅広く紹介いたします。

「涅槃図」無分筆
七尾市　長壽寺蔵

●収蔵庫及びアートホール楽屋増築に関するお知らせ●

　前号でもお知らせしましたとおり、収蔵庫及び
アートホール楽屋棟の増築工事を着工いたします。
　工事期間中においても、展覧会はスケジュール
どおり開催する予定ですが、工事の日程・内容に
よっては臨時休館する場合もありますので、ご来
館の際には事前にお問い合わせくださるか、当館
ホームページでご確認ください。
　また、アートホールは楽屋棟完成までの間、貸
し館のご利用はできません。
　皆様には、ご不便、ご迷惑をおかけいたしますが、
ご理解いただきますようお願いいたします

楽屋２室、ピア
ノ保管庫、トイ
レ、給湯室他を
備えた楽屋棟

完成予想図

約138㎡の
収蔵庫


